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気象庁 1 か 月予報に おける 2009／2010年冬の 予測 に つ い て

＊

高谷祐平 ・足立典之　　（気象庁気候情報課）

1 ．は じめに

　気象庁 で は 、 1996年 3 月 よ り数値予報 モ デル を用

い た力学的 1 か 月予報を現業的に行 っ て い る。2009

年 12月か ら2010年 2 月 に か けて （以下、2009／10冬と

記述）の 北半球循環場の 予 測精度 （500hPa高度の ア

ノ マ リ
ー
相関）は 、 予 測第 1 週、第 2 週、第 3 ・4

週平均 ともに、力学的 ／か E 予報の 開始以来、第 1
位 の 好成績 とな っ た （図 1 ）。

　2009／10冬 に は、北極振動 （以 下 、
AO と表記）の 指

数が 記録的な負位相 を示 し、こ の 影 響に より北半球

の 多くの 地域で 異常天候が観測 された （気象庁 2010；

L
’
Heureux 　 et 　 a1 ．2010）。

／ か 月 予 報で は 、
こ の AO

パ ター
ン の 顕著な事例 を比較的良 く予測 で き て い た 。

し た が っ て 、2009／10冬 の 好成績 は、数値 予報モ デ ル

の 予測精度 の 向上 に 加 え、顕著 な北極振動 の 状況が

関連 し て い た と考え られ る。本 発表 で は、2009／10

冬 の 気象庁 1 か 月予報 につ い て 、AO の 観点 か ら予測
精度 とそ の 要因 に つ い て 議論す る。

2 ，大気 ・海洋の概況

　 2009／10 冬 に は 、エ ル ニ ー
ニ ョ 現象が 発 生 し て お

り、季節を通 し て 日付 変更線付近 の 熱帯域で対流活層
発 で あ っ た、帯状平均東 西場 には 、 亜熱帯ジ ェ ッ ト

の 強化 と寒 帯前線ジ ェ ッ トの 弱化が み られ た 。
こ れ

は、ENSOに 対応する応答と
・
致す る（L

’
Heureux 　and

Thompson　2006）。500　hPa 高度場 の AO パ タ
ー

ン は、
12 月 中旬か ら ⊥月 上 旬 に か けて と

、
1 月下旬 か ら 2

月 の
．
ド旬に か けて特に顕著に み られ、季節平均 の AO

指数も記録的な負位相を示 して い た （気象庁 2010）。

3 ．北極振動の予測事例

　2009／10 年冬 の 500hPa 高度場 の 予測精度は 、特
に AO の 顕著な負指数が 持続し た時期に成績が良か

っ た。特 に、AO の 指数 が顕著な値 で あ っ た時期を予

測対象 と した   2009 年 12，目 10H
、 お よび 、   2010
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図 1　 北 半球 500hPa高 度 の ア ノ マ リー相関係数 （13週
移動 平 均 ）

白丸 は 2009／10冬 を初期値 日とす る 13週 平均の ス コ ア 。

解析 （2010／01／28 初期 値）　　予 測 （2010／01／28 初期値）
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図 2　 4 週 （28 日） 平 均 北半 球 500hPa 高度の 予測 （ア
ン サ ン ブル 平 均） と実 況 （JCDAS 解析値 〉
（上 段 ＞2009年 12月 ⊥0 目初期値、〔下段）2010年 1 月
28 日初期値の 予 測事例。実線 は 500hPa 高度 を示 し （等 値
線 間 隔 ： 60m ）、陰影は 偏差 を示 す。

年 1月 28H を初期値 日とする予 測では、4 週 （28 円）
平均 の 北半 球 500hPa 高度偏 差場 の パ タ

ー
ン 相関係

数 が そ れ ぞれ、0．84、0．85 と高い 了
’
測成績を記録 し

た （図 2 ）。

4 ．好成績の 要 因

　AO の 負位相が顕著で あっ た  、  の 予測事例で は、
NA〔，パ タ ー

ン に対応する北大 酉洋上 の パ ターン を良
く捉え て い た。また、ENSO の 応 答 とみ られ る PNAパ

タ ーン 、亜熱帯 ジ ェ ッ トの 強化 と寒帯前線ジ ェ ッ ト

の 弱 化 と い っ た 特徴 が 良 く再現され て い た 。
こ れら

の ENSOの 応答も AO指数に寄与 して い た と思われ る v

こ れ ら の 期間 の 好成績は、こ うい っ た力学的な要因
があ っ た もの と推察さ れ る 。

　 さらに これ らの 事例で は、擾乱 が 平均場 の 東酉流

（NAO パ ターン ）を強化
・
維持す るよ うに働 い て い た

こ とが解析 に み られ て い る．発 表 で は 擾 乱 ・平均場

の 相 互 作用 の 観 点か ら、予報モ デ ル の 予測に．お い て 、
こ れ らの 顕著な負 の AO／NAO パ タ ーン が ど の よ うに

予測され て い た か にっ い て 議論 す る。
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